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のばそう！ 健康寿命、　 担おう！ 地域づくりを

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

秋
は
過
去
に
あ
ま
り
例
を
み
な
い
天
候

不
順
に
見
舞
わ
れ
、
体
調
管
理
に
腐
心

し
た
こ
と
で
し
た
。
本
年
は
、
天
候
は

も
と
よ
り
他
の
生
活
環
境
に
恵
ま
れ
、

皆
さ
ん
が
充
実
し
た
生
活
が
過
ご
せ
ま

す
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
『
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

安
心
・
安
全
を
実
現
す
る
た
め
の
広
範

囲
な
組
織
活
動
の
世
界
大
会
が
厚
木
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
を
実
現
し
、
守
る
た
め
に

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
奉
仕
、
子
ど

も
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
活

動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

警
察
や
消
防
等
、
既
存
の
組
織
だ
け
で

な
く
、
自
治
会
や
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

あ
ら
ゆ
る
組
織
が
行
政
の
フ
ォ
ロ
ー
を

受
け
な
が
ら
活
動
し
、
そ
し
て
認
証
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
結
果
は
ど
う
評
価
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
犯
罪
の
発
生
件
数
は
、
毎

年
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
子
供
た
ち
の
送
迎
等
で
オ
レ
ン
ジ
ベ

ス
ト
の
視
覚
に
よ
る
抑
制
力
が
対
暴
力

団
や
対
犯
罪
予
備
軍
に
効
果
が
あ
っ
た

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん

で
身
体
能
力
や
認
知
度
に
不
安
な
人
が

増
え
て
き
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
が
協

力
し
て
街
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

顧　

問　

三
橋　

道
明
（
玉　

川
）

会　

長　

小
松
紀
久
男
（
睦
合
南
）

副
会
長　

三
堀　

友
康
（
睦
合
西
）

副
会
長　

荻
山　

清
治
（
玉
川
）

理　

事　

鈴
木　

晛
司
（
厚
木
北
）

理　

事　

浅
岡　

隆
雄
（
厚
木
南
）

理　

事　

大
塚　

清
一
（
依
知
北
）

理　

事　

座
間　

清
二
（
依
知
南
）

理　

事　

井
上　

和
夫
（
睦
合
北
）

理　

事　

長
谷
川
美
雪
（
荻　

野
）

理　

事　

新
井　
　

隆
（
小　

鮎
）

理　

事　

大
谷　

起
一
（
南
毛
利
）

理　

事　

飯
島　

重
昭
（
南
毛
利
南
）

理　

事　

松
井　

洋
一
（
森
の
里
）

理　

事　

大
貫　

隆
広
（
相　

川
）

理　

事　

渡
辺　
　

哲
（
緑
ヶ
丘
）

理　

事　

山
崎
喜
代
子
（
女
性
部
会
）

理　

事　

石
本　

重
敏
（
趣　

味
）

監　

事　

柳
田　

博
司
（
睦
合
南
）

監　

事　

小
林　

忠
雄
（
荻
野
）

厚
木
市
長
　
小
林
　
常
良

「新春の旭日」真鶴岬（三ツ石）
撮影：七沢第２しあわせクラブ　小瀬村　幸男さん

人
生
百
年
時
代

「
あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に

厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
小
松
　
紀
久
男

協
力
し
て
街
を
守
ろ
う

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　

本
市
で
は
本
年
度
、「
あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ

ん
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ポ
イ
ン
ト
」
事
業
を
見

直
し
ま
し
た
。
人
生
百
年
時
代
を
元
気

に
お
過
ご
し
い
た
だ
く
た
め
、
皆
様
に

御
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

貴
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
地
域
社
会
に

お
け
る
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
支

え
合
い
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
市
で

は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期

ま
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
社
会
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
社
会
の
実
現
に
は
皆
様

の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
本
年
も
「
元

気
な
あ
つ
ぎ
」
の
創
造
に
向
け
て
引
き

続
き
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ

て
良
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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◀
表
彰
の
様
子

６単位老人クラブ役員、市老連趣味グループ役員
　単位老人クラブ役員、市老連趣味グループ役員として８年以上在職し、そのクラブの育成に努力
し、その功績が顕著である者。

№ 区分 氏　　名 クラブ名等
1 厚木北 小島　一代 松枝松寿会
2 厚木北 岩崎　栄子 天寿会
3 厚木北 青木　久枝 大手南親和会
4 厚木北 青柳　弘子 老人クラブ吾妻会
5 厚木南 清水　忠雄 旭町一丁目老人会
6 厚木南 梅津　成子 あさひ会
7 厚木南 森　リツヱ あさひ会
8 厚木南 茨木　節子 泉なごみクラブ
9 厚木南 髙橋　玉年 泉なごみクラブ
10 厚木南 北村　津八子 泉なごみクラブ
11 厚木南 八木　ふじ美 泉なごみクラブ
12 厚木南 深井　　毅 泉なごみクラブ
13 厚木南 長谷部　典子 泉なごみクラブ
14 厚木南 桑原　弓子 泉なごみクラブ
15 依知北 齋藤　高四 上依知敬友会
16 依知北 林　　　貢 山際白寿会
17 睦合南 石丸　　廣 妻田長寿会
18 睦合南 猪熊　勢津子 妻田長寿会
19 睦合南 坂田　正雄 妻田中央長寿会
20 睦合南 宮木　　達 木売場かがやきクラブ
21 睦合南 金子　穂積 木売場かがやきクラブ
22 荻　野 清水　孝治 まつかげしあわせクラブ
23 荻　野 湯本　辰雄 まつかげしあわせクラブ
24 荻　野 神崎　久美子 宮本第一寿会
25 荻　野 田口　浩平 宮本第二寿会
26 荻　野 落合　芳江 中荻野第一寿会
27 荻　野 伏見　勝明 中荻野第一寿会
28 荻　野 渡邊　ケイ子 中荻野第二寿会
29 荻　野 三栖　定男 中荻野第二寿会
30 荻　野 柳田　イト 中荻野第二寿会
31 荻　野 和田　マヤ子 下荻野寿会
32 荻　野 野村　竹千代 鳶尾一丁目一友会
33 荻　野 糟谷　きく江 鳶尾友愛クラブ
34 荻　野 馬場　嘉昭 とびお笑和会
35 荻　野 大島　マスイ とびお笑和会
36 荻　野 菊地　友彌 とびお笑和会
37 荻　野 若井　　幸 鳶尾九十九会
38 荻　野 紺野　　紘 鳶尾九十九会
39 荻　野 川崎　英司 鳶尾九十九会
40 荻　野 小泉　増展 鳶尾九十九会
41 荻　野 山上　康夫 鳶尾九十九会
42 荻　野 鈴木　宗男 鳶尾九十九会

平成30年度　厚木市老人クラブ連合会表彰　受賞者一覧（敬称略・順不同）

平成30年度　高齢者福祉関係功労者等表彰受賞者等一覧 （敬称略）

【表彰式：10月17日（水）厚木市しあわせクラブ連合会大会】

１単位老人クラブ
　単位老人クラブ設立後５年以上経過し、活動が
活発で他の模範となるもの。

№ 地区 クラブ名 代表者名
1 厚木南 泉なごみクラブ 高木　妙子

２単位老人クラブ〔再表彰〕
　単位老人クラブ設立後５年以上経過し、表彰を
受けた単位老人クラブで引き続き８年以上の長期
にわたりその運営が良く、活動が活発で他の模範
と認められるもの。

№ 区分 クラブ名 代表者名
1 依知北 上依知敬友会 大野　長契

３単位老人クラブ〔会員増加〕
　年間を通じて会員増強活動に努め、会員数の増
加が顕著である単位老人クラブ。

№ 区分 クラブ名 代表者名
1 荻　野 とびお笑和会 菊地　友彌
2 相　川 上戸田老友会 大貫　隆広
3 相　川 相川西部老友会 大貫　栄一

４市老人クラブ連合会役員
　市老人クラブ連合会役員として４年以上在職
し、老人クラブの育成指導に努力し、その功績が
顕著である者。

№ 区分 氏　　名 クラブ名
1 厚木北 鈴木　晛司 大手北寿和会
2 厚木南 浅岡　隆雄 旭町一丁目老人会
3 睦合西 三堀　友康 林長寿会
4 小　鮎 新井　　隆 古松台ひまわり会
5 趣　味 石本　重敏 厚木市シニア将棋倶楽部

５単位老人クラブ会長
　単位老人クラブ会長として６年以上在職し、その
クラブの育成に努力し、その功績が顕著である者。

№ 区分 氏　　名 クラブ名
1 厚木北 小林　隆文 松枝松寿会
2 厚木北 高橋　清健 元町福寿会
3 厚木南 浅岡　隆雄 旭町一丁目老人会
4 厚木南 高木　妙子 泉なごみクラブ
5 依知北 梅津　達幸 上依知若葉会
6 依知北 大塚　清一 新開寿会
7 荻　野 青木　義賢 中荻野第二寿会
8 小　鮎 落合　喜一 夢クラブ宮の里
9 南毛利南 飯島　重昭 上愛甲愛寿会

№ 区分 氏　　名 クラブ名等
43 荻　野 木村　文男 鳶尾九十九会
44 荻　野 木村　喬子 鳶尾九十九会
45 小　鮎 永島　道子 千歳会
46 小　鮎 永島　冨美江 千歳会
47 小　鮎 公文　節子 白山白友会
48 小　鮎 守本　　清 日枝老人クラブ
49 小　鮎 遠藤　久子 南部幸寿会
50 南毛利 井萱　佐吉 温水白寿会
51 南毛利 落合　昭男 恩名しあわせクラブ福寿会
52 南毛利 武井　正子 恩名しあわせクラブ福寿会
53 南毛利 渡辺　　泱 長谷長寿会
54 南毛利 小瀬村　勇 長谷長寿会
55 南毛利 城所　美佐子 長谷長寿会
56 南毛利 山田　一恵 長谷長寿会
57 南毛利 益子　正七 愛名九十九会
58 南毛利 新井　ノブ子 毛利台親和会
59 南毛利 穴沢　朝子 毛利台親和会
60 南毛利 中村　治子 毛利台親和会
61 南毛利 竹内　昌子 毛利台親和会
62 南毛利南 中島　　繁 船子きずなクラブ
63 南毛利南 山口　成夫 船子きずなクラブ
64 南毛利南 山崎　喜代子 上愛甲愛寿会
65 南毛利南 岩崎　貞三 宿愛甲寿会
66 南毛利南 古閑　政子 坊中睦会
67 南毛利南 渡部　イミ子 坊中睦会
68 玉　川 加藤　明江 七沢第２しあわせクラブ
69 玉　川 荻山　清治 七沢第３しあわせクラブ
70 玉　川 河合　和惠 小野しあわせクラブ
71 玉　川 米山　幸子 小野しあわせクラブ
72 玉　川 村田　俊三 小野しあわせクラブ
73 相　川 小島　金作 岡田喜楽会
74 相　川 青木　孝夫 酒井老友会
75 相　川 髙橋　フサ子 上戸田老友会
76 相　川 小塩　トリ 上戸田老友会
77 相　川 小野間千枝子 上戸田老友会
78 相　川 石井　トシ子 相生老友会
79 相　川 大貫　栄一 相川西部老友会
80 相　川 柳下　重幸 相川西部老友会
81 趣　味 吉村　眞知子 社交ダンスグループ（あさひ会）
82 趣　味 須田　タカエ 社交ダンスグループ（林長寿会）
83 趣　味 川井　むつ美 社交ダンスグループ（松枝松寿会）
84 趣　味 三平　　隆 陶芸愛好会（天寿会）

地区 氏名 クラブ名
小　鮎 新井　　隆 古松台ひまわり会

地区 氏名 クラブ名
南毛利 川崎　昭男 毛利台親和会

公益財団法人神奈川県老人クラブ連合会理事長表彰

【表彰式：11月16日（金）
	 神奈川県老人クラブ等功労者のつどい】

◆単位老人クラブ会長表彰

◆厚木市老人クラブ連合会役員表彰

◆単位老人クラブ会長表彰

◆単位老人クラブ会長表彰
　単位クラブ会長として７年以上在職し、老人クラ
ブの育成、指導に努力した者

地区 氏名 クラブ名
睦 合 南 柳田　博司 妻田長寿会
南毛利南 佐藤　之則 宿愛甲寿会
睦 合 南 福丸　孝司 木売場かがやきクラブ
睦 合 西 竹原　政夫 林第二長寿会

地区 クラブ名 代表者名
荻　野 鳶尾一丁目一友会 木村　靖之
睦合南 瀬戸ひまわりクラブ 長尾　　登
荻　野 鳶尾友愛クラブ 小林　　進

地区 氏名 クラブ名
南 毛 利 大谷　起一 戸室長楽会
南毛利南 山崎		喜代子 上愛甲愛寿会
南毛利南 関口　一男 坊中老寿会

地区 クラブ名 代表者名
睦合北 根岸シルバークラブ 増田　次夫
睦合南 木売場かがやきクラブ 福丸　孝司
相　川 相生老友会 小代　基秀
睦合南 ゆめクラブ妻田東 小松　紀久男
玉　川 小野しあわせクラブ 河合　和惠

神奈川県知事表彰

【表彰式：11月16日（金）
	 神奈川県老人クラブ等功労者のつどい】

◆市町村老人クラブ連合会会長表彰〔県老連推薦〕
　市町村老連会長等として５年以上在職し、単位老
人クラブ会長在職期間を含めて10年以上老人クラ
ブの育成、指導に努力した者

連合会名 氏名
厚木市老人クラブ連合会 小松　紀久男

厚木市長表彰

【表彰式：	11月23日（金）
	 第49回厚木市社会福祉大会】

◆単位老人クラブ表彰

社会福祉法人厚木市社会福祉協議会長表彰

【表彰式：11月23日（金）
	 第49回厚木市社会福祉大会】

◆単位老人クラブ表彰

受賞おめでとうございます!
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厚
木
市
三
田
の
最
北
、
県
道
63
号
線

と
中
津
川
に
架
か
る
「
才
戸
橋
」
が
あ

る
。

　

こ
の
場
所
は
昭
和
初
期
ま
で
船
頭
さ

ん
に
よ
る
渡
し
船
で
往
来
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
中
期
よ
り
伊
勢
原
・
大
山
詣

り
が
盛
ん
に
な
り
、
現
在
の
八
王
子
・

府
中
方
面
か
ら
参
拝
客
で
賑
わ
っ
た
。

　

相
模
川
は
上
依
知
の
渡
し
、
そ
し
て

中
津
川
の
才
戸
の
渡
し
へ
と
、
当
時
の

才
戸
は
宿
場
と
し
て
旅
館
や
料
亭
な
ど

も
あ
り
賑
わ
っ
た
。

　

昭
和
５
年
、
当
地
三
田
に
誕
生
さ
れ

た
井
上
篤
太
郎
翁
（
政
治
家
・
実
業
家
）

が
郷
里
の
発
展
の
た
め
、
私
財
を
投
じ

て
こ
の
「
才
戸
橋
」
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
昭
和
11
年
に
は
小
さ
な
木
造

校
舎
だ
っ
た
三
田
小
学
校
へ
鉄
筋
コ
ン

　

先
日
、
地
区
の
小
学
校
と
、
そ
の
地

区
の
公
民
館
の
主
催
で
そ
の
小
学
校
の

昼
食
を
老
人
会
の
人
た
ち
と
一
緒
に
食

べ
る
と
い
う
企
画
（
世
代
間
交
流
給
食

会
）
が
あ
り
、
私
も
老
人
会
の
応
募
で

参
加
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
小
学
３
年
生
と
で
、
そ
の
ク

ラ
ス
は
二
十
数
名
の
教
室
で
、
私
た
ち

招
待
者
は
４
名
で
し
た
。
小
さ
い
机
に

小
さ
い
椅
子
に
戸
惑
い
な
が
ら
指
定
さ

れ
た
場
所
に
座
り
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か

に
児
童
た
ち
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
配
ら

れ
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ

で
食
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
戦
中
派

の
私
に
は
給
食
と
い
う
制
度
が
な
く
、

自
宅
へ
帰
り
質
素
な
昼
食
を
母
と
食

べ
、
再
び
教
室
へ
戻
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
校
舎
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

才
戸
橋
畔
に
は
松
羅
公
園
が
あ
り
、

こ
の
西
側
に
隠
宅
が
あ
り
、
昭
和
23
年

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
春
に
桜
の
花
見

で
賑
わ
う
公
園
の
中
ほ
ど
に
井
上
篤
太

郎
誕
生
の
地
と
刻
ま
れ
た
碑
が
建
っ
て

い
る
。

　

現
在
の
才
戸
橋
は
昭
和
61
年
に
建
て

替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、„
才
戸
の
渡
し
＂

の
名
残
り
と
し
て
橋
の
欄
干
は
船
の
形

を
し
て
い
る
。

歴史ある才戸橋

栄養豊富な給食

才
戸
の
渡
し

お
里
が
知
れ
る

三
田
寿
会
　
井
上
　
和
夫

元
町
福
寿
会
　
岡
崎
　
兼
輔

　

ト
レ
イ
に
は
ご
飯
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、

付
け
合
わ
せ
、
野
菜
の
ス
ー
プ
、
夏
ミ

カ
ン
の
デ
ザ
ー
ト
、
そ
し
て
パ
ッ
ク
牛

乳
付
き
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
に
ビ
ッ
ク

リ
。
塩
分
控
え
め
で
味
も
良
く
、
年
寄

り
に
は
多
す
ぎ
る
く
ら
い
の
量
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
周
り
の
子
供
た
ち
は
お

か
ず
だ
け
先
に
食
べ
、
ご
飯
だ
け
後
で

食
べ
る
子
や
、
い
き
な
り
ご
飯
の
上
に

ス
ー
プ
を
か
け
て
食
べ
る
子
等
々
、
そ

れ
ぞ
れ
で
し
た
。
生
前
母
が
私
た
ち
子

供
に
ガ
ツ
ガ
ツ
と
行
儀
悪
く
食
べ
る

と
「
お
里
が
知
れ
る
よ
」
と
注
意
さ
れ

た
こ
と
が
ふ
と
思
い
出
さ
れ
、
懐
か
し

く
、
そ
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た
。

＊「
昔
懐
か
し
の
歌
」
を
合
唱

　

去
る
９
月
17
日
（
月
）、
敬
老
の

日
に
中
戸
田
と
下
戸
田
合
同
の
自
治

会
に
よ
る
敬
老
会
が
「
老
人
憩
い
の

家
」
で
行
わ
れ
、
38
名
が
参
加
。
今

年
も
近
所
の
宮
巻
様
ご
夫
婦
で
参

加
。
ご
主
人
は
満
１
０
３
歳
、
奥
様

は
94
歳
。
ご
主
人
は
手
押
し
車
で
、

毎
朝
２
人
で
散
歩
さ
れ
て
い
る
。

　

式
次
第
は
厚
木
警
察
署
の
「
振
り

込
め
詐
欺
」
の
現
状
の
講
話
が
行
わ

れ
、
余
興
で
は
、
ギ
タ
ー
弾
き
の
先

生
に
よ
る
「
赤
と
ん
ぼ
」、「
里
の
秋
」

等
６
曲
を
合
唱
し
た
。
他
県
出
身
の

方
に
は
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

歌
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
相
生
老
友
会　

朝
倉　

勝
久
）

＊
日
帰
り
入
浴
会
で
若
返
り

　

去
る
11
月
14
日
、
七
沢
温
泉
の
盛

楽
苑
で
日
帰
り
入
浴
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
17
名
で
、
11
時
前

に
到
着
し
た
が
、入
浴
す
る
人
は
な
く
、

12
時
か
ら
会
長
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
昼

食
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
こ
こ
数
年
、
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
老
齢
化
に

伴
い
、
参
加
人
数
が
減
少
し
て
い
る

が
、
参
加
者
は
皆
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
も

プ
ロ
顔
負
け
？　

の
人
か
ら
「
ど
素

人
」
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
に

ぎ
や
か
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

若
返
り
の
一
手
段
か
と
思
い
ま
す
。

�

（
金
田
万
年
青
会　

有
賀　

宣
夫
）

＊
左
右
の
手
を
動
か
す

　

70
歳
を
過
ぎ
て
始
め
た
の
が
ピ
ア

ノ
。
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
の
覚
悟

で
し
た
。
年
に
１
曲
を
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
が
目
標
。
稽
古
仲
間
は
10
名

みんなで歌って

にぎやかな仲間たち

あ
ま
り
。

　

年
１
回
の
発
表
会
は
楽
し
み
の
一

つ
。
上
手
な
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
ん

な
、奏
で
る
こ
と
が
楽
し
い
の
で
す
。

　

左
右
の
指
が
動
く
限
り
楽
し
も
う

と
思
う
。
参
加
者
は
60
〜
80
代
の
方

た
ち
で
す
。

�

（
愛
名
九
十
九
会　

林　

き
ゑ
子
）
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平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
が
明
け

ま
し
た
。
５
月
よ
り
平
成
か
ら
新
元
号

に
な
り
ま
す
。
良
き
新
年
を
期
待
し
て

迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
多
く
が
大
正
か
ら
昭
和
、

平
成
を
過
ご
し
た
年
代
。
中
高
年
時
代

の
平
成
の
31
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活

体
験
を
振
り
返
る
の
も
良
い
記
念
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
の
紙
面
の
４
月
号
は

「
平
成
の
思
い
出
」
を
特
集
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
綴
っ
て
投
稿
を

お
願
い
し
ま
す
。�

（
広
報
委
員
会
）

編 

集 

後 

記

秋
深
き
今
年
も
届
く
旬
の
味

じ
っ
く
り
煮
つ
め
栗
渋
皮
煮

�

上
依
知
若
葉
会　

永
瀬　

マ
サ

二
年
間
袖
通
さ
ね
ば
不
用
な
り
と

終
活
言
ひ
つ
つ
子
が
片
付
け
ぬ

�

上
依
知
敬
友
会　

矢
後
喜
久
代

寡
婦
の
母
よ
学
ば
せ
し
兄
ら
の
三
大
学

箱
根
駅
伝
游
行
寺
坂
走
る
よ

�

上
温
水
楽
友
会　

中
村　

博
子

健
康
と
孫
の
話
題
を
書
き
添
え
て

年
々
老
い
る
旧
友
の
賀
状

�

七
沢
第
３
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

荻
山　

清
治

春
風
に
疎
水
に
流
れ
る
花
筏

乗
っ
て
ゆ
き
た
し
亡
き
夫つ

ま

の
元

�

森
の
里
長
寿
会　

津
田　

史
子

細
々
と
セ
ー
タ
ー
編
む
手
我
あ
り
て

老
化
防
止
と
楽
し
み
な
が
ら

�

緑
ヶ
丘
老
友
会　

小
瀬
村
和
子

寒
林
は
切
絵
の
世
界
奥
多
摩
湖

�

ひ
ば
り
賢
人
会　

大
和　

昭
一

凍
空
に
張
り
付
く
月
の
愛
想
な
し

�

妻
田
長
寿
会　

丒
村
ス
ミ
ヱ

海
広
し
秋
踏
み
し
め
て
登
頂
す

�
田
園
ひ
な
し
会　

長
友　

利
雄

糸
巻
の
糸
口
さ
が
す
夜
半
の
秋

�

田
園
ひ
な
し
会　

長
友
千
代
子

懐
か
し
い
掛
け
干
し
並
ぶ
谷
戸
田
か
な

�

宮
本
第
一
寿
会　

長
谷
川
美
雪

亡
き
友
の
思
い
出
語
り
乍
ら
の
盆
参
り

�

戸
室
長
楽
会　

小
林　

政
子

大
杉
の
息
吐
く
如
く
冬
霞

�

恩
名
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
福
寿
会　

原　

ス
ミ
子

い
つ
の
間
に
畑
の
す
み
に
彼
岸
花

�

温
水
白
寿
会　

内
藤　

知
恵

菊
作
り
儘
に
な
ら
な
い
枝
配
り

�

温
水
白
寿
会　

井
萱　

芳
朗

赤
白
の
た
す
き
が
競
う
運
動
会

�

温
水
白
寿
会　

佐
藤　

節
子

五
月
よ
り
な
ぜ
か
気
に
な
る
秋
の
蠅

�

温
水
白
寿
会　

井
萱　

佐
吉

厚
木
来
て
文
化
会
館
歌
と
友

�

長
谷
長
寿
会　

大
山　

瑞
枝

秋
桜
揺
れ
て
美
し
水
辺
か
な

�

愛
名
九
十
九
会　

青
木
み
よ
子

悠
久
の
古
墳
が
語
る
秋
の
空

�

愛
名
九
十
九
会　

山
崎　

ナ
ミ
子

も
う
少
し
生
き
て
み
た
い
と
障
子
貼
る

�

愛
名
九
十
九
会　

佐
藤　

三
郎

歴
年
と
健
康
年
齢
空
青
し

�

愛
名
九
十
九
会　

工
藤
智
恵
子

秋
桜
赤
白
桃
と
た
の
し
そ
う

�

愛
名
九
十
九
会　

菅
沼　

和
代

秋
冷
や
法
衣
の
若
人
足
は
や
し

�

愛
名
九
十
九
会　

林　

き
ゑ
子

俳
　
句

短
　
歌
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あて先
問合せ

　

私
は
趣
味
と
し
て
「
伝
説
」
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
北
国
の
大
地
を
駆
け
抜
け

た
蒸
気
機
関
車
の
雄
姿
が
忘
れ
ら
れ
ず

に
数
々
の
機
関
車
模
型
を
作
っ
て
数
十

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

部
品
が
不
足
し
た
り
、
静
態
保
存
車

の
観
察
に
行
っ
た
り
、
は
ん
だ
付
け
を

失
敗
し
た
り
し
て
、
１
両
完
成
す
る
の

に
数
年
を
要
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
余

暇
を
利
用
す
る
の
で
今
ま
で
に
12
両
が

完
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
は
甥
や

孫
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２

年
前
よ
り
最
後
の
機
種
C
6
2
の
３

号
機
が
大
好
き
で
手
が
け
て
い
ま
す

が
、
病
気
等
の
治
療
で
伸
び
伸
び
に

な
っ
て
し
ま
い
、
よ
う
や
く
10
月
に
完

成
さ
せ
た
の
が
こ
の
写
真
で
す
。
静

か
に
復
活
の
と
き
を
待
つ
実
車
は
札

幌
稲
穂
工
場
で
眠
り
続
け
る
最
愛
の

C
6
2
型
機
関
車
に
再
会
で
き
る
こ

と
を
夢
に
見
て
、
模
型
づ
く
り
を
再
開

し
ま
す
。

完成した蒸気機関車

子
等
帰
り
静
か
に
二
人
で
屠
蘇
気
分

�

森
の
里
長
寿
会　

木
戸
千
恵
子

思
い
や
り
炬
燵
の
よ
う
な
温
か
さ

�

相
生
老
友
会　

朝
倉　

勝
久

趣
味
は
模
型
づ
く
り

宿
愛
甲
寿
会
　
佐
藤
　
之
則

し
あ
わ
せ
ひ
ろ
ば


